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画像診断機器におけるAIの応用 – 技術概要 -

ＡＩ(Artificial Intelligence：人工知能)の医療分野への応用領域は、ゲノム医療、画像診断、手術、創薬など多岐にわたる。
また、ＡＩは時代とともに進化し、現在は第三次ブームを迎えており、ディープラーニング(深層学習)により飛躍的な発展を遂げている。

診断系医療機器は、ディープラーニングとの親和性が高く、ディープラーニングの活用によって新たな付加価値(疾患名候補や異常所見候
補を提示する機能等)を獲得することが可能である。

診断系医療機器の代表的なものが画像診断機器であり、画像診断機器にＡＩを応用することにより、医療現場における下記のような課題解
決が期待できる。

①専門医(画像診断医)が不足している地域で、ＡＩを応用した画像診断機器による疾患名候補や異常所見候補が提示されることで、医療
水準の向上につながる。

②ディープラーニングを画像診断支援(ダブルチェック)に活用することによって、画像診断時の見落とし率を低下させ、読影精度とスル
ープットを向上させることができる。

③技術の進歩に伴って微細な病変でも発見できるように、撮影画像のスライス厚が薄くなり、
専門医が読影する画像の枚数は年々増加傾向にある。ＡＩを応用した画像診断機器を活用することで、専門医の負担を軽減し、効率的な
診断を行うことができる。(＊1)

代表的な画像診断機器は大きく分けて下表のように５種類あり、本調査ではこれら５つの画像診断機器にＡＩを応用したものを基にして技
術区分として設定した。

技術説明

(＊1) 厚生労働省HP「保健医療分野におけるAI活用推進懇談会報告書」(平成29年6月27日) P7、P9
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000169233.html (アクセス：2020年11月20日)

代表的な画像診断機器

名称 概要

(１) X線画像診断装置
X線を身体に照射し、透過したX線を写真乾板・写真フィルム等で可視化すること

で、身体内部の様子を画像化する装置。レントゲン装置とも呼ばれる。

(２)
X線CT装置(Computed Tomography

:コンピュータ断層撮影）

体の周囲を360度方向から連続的にX線を照射し、コンピュータを用いてデータ処

理して、身体を輪切りにした断面像として構成する装置

(３)
MRI装置(Magnetic Resonance 

Imaging:磁気共鳴画像)

強力な静磁場中の被検体に電波を照射することでスピン状態を変化させ、それに

基づいて身体内部を画像化する装置。X線CT装置に比べてコストが高いが、放射線

被曝の恐れがない等の長所がある。

(４) 超音波診断装置
観察したい部位に超音波を当て、その反響(エコー)を画像化する装置。エコー装

置とも呼ばれる。MRI装置と同様に放射線被曝の恐れがない。

(５) 核医学診断装置

体内に投与した放射性医薬品が特定の臓器に集積し、微量な放射線(ガンマ線)を

放出する特性を利用して、その放射線を特殊なカメラで捉えて画像化する装置。

PET検査装置(Positron Emission Tomography：陽電子放出断層撮影）、SPECT検査

装置(Single Photon Emission CT：単一光子放射断層撮影)等がある。
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画像診断機器におけるAIの応用 – 技術概要 -

【特許調査条件】

対象国(出願先)： 日本、米国、欧州(独国：ドイツを除く)、中国、韓国、独国(ドイツ)の計６か国(地域)

出願年(優先権主張年)： 2006年～2020年

使用DB： Derwent Innovation(クラリベイト・アナリティクス社 提供)

検索日： 2020年11月10日

技術区分

名称

① X線画像診断装置全体

② X線CT装置

③ MRI装置

④ 超音波診断装置

⑤ 核医学診断装置

技術区分を下記の５項目とした。

①X線画像診断装置全体 ②X線CT ③MRI ④超音波 ⑤核医学

技術区分と前ページに記載の代表的な画像診断機器との対応は以下の通りである。

①X線画像診断装置全体：（１）X線画像診断装置 及び（２）X線CT装置

②X線CT：（２）X線CT装置

③MRI：（３）MRI装置

④超音波：（４）超音波診断装置

⑤核医学：（５）核医学診断装置
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特許検索式(母集団)

画像診断機器におけるAIの応用 – 技術概要 -
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特許検索式(技術区分）

画像診断機器におけるAIの応用 – 技術概要 -
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画像診断機器におけるAIの応用 – 技術概要 -
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画像診断機器におけるAIの応用 – 技術概要 -
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画像診断機器におけるAIの応用 – 市場環境・政策動向 -

市場環境

AIを応用した画像診断機器の市場を示す有効なデータは見出すことは
できないため、以下では画像診断システムの市場規模について言及す
る。

１．国内市場規模
図4-4-2-1に画像診断システムの国内における生産金額推移

(2009～2018年)を示す。
2009年をピークに減少傾向にあったが、2012年に増加に転じ、

その後、2015年までは横ばい状態が続いた。2016年に再び減少
したが、2017年からは再び増加傾向にある。2018年の生産金額
は3,071億円である。

出所：厚生労働省 平成21年～平成30年 薬事工業生産動態統計年報
の概要(第38表 医療機器大分類別生産金額) 
https://www.mhlw.go.jp/topics/yakuji/2018/nenpo/38.html(平成30
年版) 他を基に作成

図4-4-2-1 画像診断システムの生産金額推移（国内）
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画像診断機器におけるAIの応用 – 市場環境・政策動向 -

市場環境

出所：厚生労働省 平成21年～平成30年 薬事工業生産動態統計年報
の概要(第43表 医療機器大分類別主要国別輸出金額) 
https://www.mhlw.go.jp/topics/yakuji/2018/nenpo/43.html(平成30
年版) 他を基に作成

図4-4-2-2 画像診断システムの輸出金額推移

２．輸出規模
図4-4-2-2に画像診断システムの輸出金額推移(2009～2018年)を示す。
2009年から減少傾向にあったが、2011年を底に増加し、2015年にピー

クを迎えた後は再び減少となるも、2017年からは再び増加に転じた。
2018年における輸出金額は1,523億円である。

図4-4-2-3に2018年における画像診断システムの輸出金額上位５か国を
示す。１位が米国で、全体に対する比率が21.3％(325億円)、２位が中国
で16.9％(258億円)、以下、オランダ、ドイツ、インドと続く。

出所：厚生労働省 平成30年 薬事工業生産動態統計年報の概要
(第43表 医療機器大分類別主要国別輸出金額) 
https://www.mhlw.go.jp/topics/yakuji/2018/nenpo/43.htmlを基に作成
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画像診断機器におけるAIの応用 – 市場環境・政策動向 -

市場環境

出所：厚生労働省 平成21年～平成30年 薬事工業生産動態統計年報
の概要(第43表 医療機器大分類別主要国別輸出金額) 
https://www.mhlw.go.jp/topics/yakuji/2018/nenpo/43.html (平成
30年版) 他を基に作成

図4-4-2-4 画像診断システムの輸入金額推移３．輸入規模
図4-4-2-4に画像診断システムの輸入金額推移(2009～2018年)を示す。
2014年にピークを迎えた後は減少傾向であったが、2017年からは増加

に転じた。2018年における輸入金額は1,073億円である。

図4-4-2-5に2018年における画像診断システムの輸入金額上位５か国を
示す。
１位が米国で、全体に対する比率が60.2％(645億円)、２位がドイツで

23％(247億円)、以下、中国、韓国、フランスと続く。

出所：厚生労働省 平成30年 薬事工業生産動態統計年報の概要
(第47表 医療機器大分類別主要国別輸入金額) 
https://www.mhlw.go.jp/topics/yakuji/2018/nenpo/47.htmlを基に作成
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画像診断機器におけるAIの応用 – 市場・政策動向 -

政策動向

１．国内の政策動向
厚生労働省は2017年1月に「保健医療分野におけるAI活用推進懇談会」を設置し、保健医療分野におけるAIを活用すべき領域等につい

ての議論を重ね、2017年6月に「保健医療分野におけるAI活用推進懇談会 報告書」を作成した。本報告書の中では、AI開発を進めるべ
き6つの重点領域の中に「画像診断支援」が含まれる。上記懇談会に続き、2018年7月に「保健医療分野AI開発加速コンソーシアム」を
設置した。本コンソーシアムでは、AI 開発及び利活用促進に向けて幅広い視点から議論が行われ、2019年6月に「保健医療分野AI 開発
加速コンソーシアム 議論の整理と今後の方向性」が発表された。さらに、2020年6月に「保健医療分野AI開発加速コンソーシアム 議論
の整理と今後の方向性を踏まえた工程表」がまとめられた。

上記の動きを受けて、日本医療研究開発機構（AMED）では、「臨床研究等ICT・人工知能実装研究事業」において、複数のプロジェク
トに対して助成を行っている。また、戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）や「科学研究費助成事業」において、多くの研究テ
ーマに対して助成が行われている。（表4-4-3-1）
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画像診断機器におけるAIの応用 – 市場・政策動向 -

政策動向

２．海外の政策動向
米国では、国立衛生研究所（NIH）の一機関である国立がん研究所（NCI）において、AI と画像技術の組合せにより、癌を検出・診

断する取組が行われている。また、国立科学財団（NSF）が、CT画像に対するAIの応用によりCOVID-19の診断を行うことに関する研究開
発を助成している。

欧州では、Horizon2020フレームワークにおいて２つの研究テーマが実施されている。
ドイツでは、フラウンホーファー研究機構傘下のデジタル医学研究所（MEVIS）において、「医用画像におけるディープラーニング」

の取組が行われている。
イギリスでは、2017年に発表された「GROWING THE ARTIFICIAL INTELLIGENCE INDUSTRY IN THE UK」で設定されている３つの成長分

野の１つ「ヘルスケア領域」で、AIを活用した画像診断が重要テーマの一つとして挙げられている。
中国では、国務院から2017年に発表された「次世代AI開発

計画」を受け、科学技術部で「次世代AI」プロジェクトが進
められており、その中で「腫瘍の学際的な診断と治療のため
の画像分析補助システムの研究と応用」が行われている。

（表4-4-3-2）
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画像診断機器におけるAIの応用 –特許動向 -

出願先国(地域)別の特許出願件数推移・比率出願人国籍(地域)別の特許出願件数推移・比率(出願先：各国(地域))

調査期間全体(2006～2020年)では、米国の出願人による出願件数が一番多く、比率は３割以上を占める。
出願件数は年を追うごとに右肩上がりで推移している。(2017年以降は全出願データを反映していない可能性がある)
出願先国では米国が一番であり、次いで中国が多い。

特許出願件数推移・比率
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日本国籍

1,638件

18.2%

米国籍

3,074件

34.2%
欧州国籍

（独除く）

1,062件

11.8%

独国籍

950件

10.6%

中国籍

1,113件

12.4%

韓国籍

604件

6.7%

その他

558件

6.2%

合計

8,999件

優先権主張 2006年-2020年

244
354 295

460

331
378

478
538

573 691

974

1,413 1,395

724

151

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

0

100

200

300

400

500

600

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

合
計
出
願
件
数

出
願
先
国
（
地
域
）
別
出
願
件
数

出願年（優先権主張年）

日本 米国 欧州（独除く）

独国 中国 韓国

合計

出願先国

（地域）

優先権主張

2006年-2020年

合計

8,999件

（ａ）全体推移

注）2017年以降は、データベース収録の遅れ、ＰＣＴ出願の各国移行のずれ等で、全出願データを反映していない可能性がある。

日本

1,472件

16.4%

米国

3,586件

39.8%

欧州（独

除く）

1,256件

14.0%

独国

221件

2.5%

中国

1,904件

21.2%

韓国

560件

6.2%

合計

8,999件

優先権主張 2006年-2020年

14



画像診断機器におけるAIの応用 – 特許動向 -

・米国への出願が一番多く、次いで中国、日本の順で
ある。

・各国・地域間の収支では、日本から米国、米国から
欧州(ドイツ除く) ・日本・中国、ドイツから米国
への出願が多い。

出願先国・地域別－出願人国籍・地域別
の特許出願件数収支

15
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1件

0.5%
韓国籍

2件

0.9%

独国籍

158件

71.5%

その他

1件

0.5%

中国への出願
1,904件

韓国への出願
560件

日本への出願
1,472件

米国への出願
3,586件

105件

310件

408件

306件

122件

15件

46件

32件

468件

16件

130件

137件

286件

30件

175件

217件

133件

0件

11件

23件

優先権主張
2006年-2020年

独国への出願
221件

10件
44件 5件

1件

2件

22件

381件

195件

185件 9件

欧州（独除く）

への出願

1,256件



画像診断機器におけるAIの応用 – 特許動向 -

ドイツを含む欧州国籍、日本国籍、米国籍の出願人が
目立っている。

特許出願上位10者の年代別出願件数一覧（PCT出願除く）

※全期間のみ15位まで記載

出願人別出願件数ランキング

16

順位 出願人
出願

件数
順位 出願人

出願

件数
順位 出願人

出願

件数

1
コーニンクレッカフィ

リップス（オランダ）
208 1

シーメンスヘルスケア

（ドイツ）
578 1

シーメンスヘルスケア

（ドイツ）
650

2
三星電子株式会社（韓

国）
133 2

キヤノンメディカルシス

テムズ株式会社
271 2

コーニンクレッカフィ

リップス（オランダ）
590

3 シーメンス（ドイツ） 115 3
コーニンクレッカフィ

リップス（オランダ）
264 3 富士フイルム株式会社 409

4 ハートフロー（米国） 88 4 富士フイルム株式会社 173 4
キヤノンメディカルシス

テムズ株式会社
312

5 富士フイルム株式会社 84 5
ゼネラル・エレクトリッ

ク・カンパニイ（米国）
172 5

ゼネラル・エレクトリッ

ク・カンパニイ（米国）
227

6
シーメンスヘルスケア

（ドイツ）
71 6

上海联影医疗科技有限公

司（中国）
156 6

三星電子株式会社（韓

国）
192

7
マイクロマスユーケー

（イギリス）
59 7 株式会社日立製作所 60 7

上海联影医疗科技有限公

司（中国）
182

8 キヤノン株式会社 53 8 ＩＢＭ（米国） 57 8 キヤノン株式会社 175

8 株式会社東芝 53 9
ハイパーファインリサー

チ（米国）
51 9 シーメンス（ドイツ） 159

10

シーメンスメディカルソ

リューションズ ＵＳＡ

（米国）

49 10
三星電子株式会社（韓

国）
50 10

シーメンスメディカルソ

リューションズ ＵＳＡ

（米国）

123

11 ハートフロー（米国） 116

12 株式会社東芝 97

13 株式会社日立製作所 93

14 コニカミノルタ株式会社 87

15 ＩＢＭ（米国） 67

出願年：2011年-2015年 出願年：2016年-2020年 出願年：2006年-2020年



画像診断機器におけるAIの応用 – 特許動向 -

出願人別出願ランキング（出願先国・地域別）

出願先国・地域での特許出願上位10者
・日本、ドイツ、韓国では、自国籍の出願人による出願が大勢を占める。
・米国、欧州(ドイツ除く)では、日本、米国、ドイツを含む欧州の出願人による出願が目立つ。
・中国では、自国籍の他、ドイツを含む欧州、米国の出願人による出願が目立つ。

出願先国・地域での出願人別出願件数ランキング

17

順

位
出願人

出願

件数

順

位
出願人

出願

件数

順

位
出願人

出願

件数

1 富士フイルム株式会社 178 1
シーメンスヘルスケア（ド

イツ）
278 1

コーニンクレッカフィリッ

プス（オランダ）
209

2
キヤノンメディカルシステ

ムズ株式会社
177 2 富士フイルム株式会社 144 2

シーメンスヘルスケア（ド

イツ）
142

3
コーニンクレッカフィリッ

プス（オランダ）
103 3

コーニンクレッカフィリッ

プス（オランダ）
137 3 富士フイルム株式会社 52

4 キヤノン株式会社 91 4
ゼネラル・エレクトリッ

ク・カンパニイ（米国）
109 4 三星電子株式会社（韓国） 24

5 コニカミノルタ株式会社 60 5
キヤノンメディカルシステ

ムズ株式会社
103 5

ゼネラル・エレクトリッ

ク・カンパニイ（米国）
22

6 株式会社日立製作所 54 6 三星電子株式会社（韓国） 74 6 ハートフロー（米国） 20

7 株式会社東芝 48 7 シーメンス（ドイツ） 63 7 キヤノン株式会社 16

8 ハートフロー（米国） 25 8 ＩＢＭ（米国） 62 8
マイクロマスユーケー（イ

ギリス）
15

9
ゼネラル・エレクトリッ

ク・カンパニイ（米国）
24 8

シーメンスメディカルソ

リューションズ ＵＳＡ

（米国）

61 8
カリフォルニア大学（米

国）
15

10 株式会社島津製作所 21 10 ハートフロー（米国） 52 10 シーメンス（ドイツ） 14

出願先：日本 出願先：米国 出願先：欧州（ドイツ除く）

順

位
出願人

出願

件数

順

位
出願人

出願

件数

順

位
出願人

出願

件数

1
シーメンスヘルスケア（ド

イツ）
80 1

シーメンスヘルスケア（ド

イツ）
140 1 三星電子株式会社（韓国） 67

2 シーメンス（ドイツ） 38 2
コーニンクレッカフィリッ

プス（オランダ）
138 2 ヨンセイ大学（韓国） 33

3

シーメンスメディカルソ

リューションズ ＵＳＡ

（米国）

16 3
上海联影医疗科技有限公司

（中国）
126 3 三星メディソン（韓国） 18

4
ゼネラル・エレクトリッ

ク・カンパニイ（米国）
11 4

ゼネラル・エレクトリッ

ク・カンパニイ（米国）
55 4

アサンファウンデーション

（韓国）
14

5 富士フイルム株式会社 6 5
深圳迈瑞生物医疗电子股份

有限公司（中国）
43 4

ジェイエルケーインスペク

ション（韓国）
14

6
ゼロックスコーポレイショ

ン（米国）
5 6

中国科学院深圳先进技术研

究院（中国）
41 6 ヒューロン（韓国） 13

7 ヘンケル（ドイツ） 4 7 シーメンス（ドイツ） 34 7 コリア大学（韓国） 12

7

フォルシュングスツェント

ルム・ユーリッヒ（ドイ

ツ）

4 8 富士フイルム株式会社 29 8 DEEPNOID（韓国） 11

7 ベイラブス（米国） 4 9

シーメンスメディカルソ

リューションズ ＵＳＡ

（米国）

23 8

シーメンスメディカルソ

リューションズ ＵＳＡ

（米国）

11

10
フラウンホーファー研究機

構（ドイツ）
3 10 三星電子株式会社（韓国） 20 10 キヤノン株式会社 10

10
フリードリヒ・アレクサン

ダー大学（ドイツ）
3 10 ソウル女子大学（韓国） 10

10 ＫＡＩＳＴ（韓国） 10

出願先：中国 出願先：韓国出願先：ドイツ



画像診断機器におけるAIの応用 – 特許動向 -

技術区分別－出願件数

「X線CT」、「MRI」、「超音波」が3,000件程度であり、「核医学」がそれらの1/10程度である。

技術区分別出願件数

5,242

3,276

3,420

3,251

305

0 2,000 4,000 6,000 8,000

Ｘ線画像診断装置全体

Ｘ線ＣＴ

ＭＲＩ

超音波

核医学

技
術
区
分
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画像診断機器におけるAIの応用 – 特許動向 -

技術区分別－出願人国籍・地域別の特許出願件数

・国籍・地域別に見ると、欧州(ドイツ除く)、中国、韓国の出願人によるそれぞれの出願件数は、「X線CT」、「MRI」、
「超音波」が同程度である。また、日本及びドイツの出願人では「X線CT」の出願件数が一番多く、米国の出願人では
「超音波」の出願件数が一番多い。

・ドイツの出願人による「超音波」の出願件数が相対的に少ない。

技術区分別－出願人国籍・地域別の特許出願件数

1,123 1,613 575 704 338 523 366

771 882 410 496 210 326 181

620 1,199 439 432 245 345 140

504 1,313 427 164 234 347 262

92 98 33 37 4 30 11

技
術
区
分

出願人国籍（地域）

優先権主張

2006年-2020年

そ
の
他

韓
国
籍

中
国
籍

独
国
籍

欧
州
国
籍

（
独
除
く
）

米
国
籍

日
本
国
籍

Ｘ線画像診断装置全体

Ｘ線ＣＴ

ＭＲＩ

超音波

核医学
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画像診断機器におけるAIの応用 – 特許動向 -

技術区分別－出願件数推移

どの技術区分も年々増加傾向にある。

技術区分別の特許出願件数推移

143 223 184 334 226 198 299 301 325 385 544 832 810 368 70

74 61 102 207 130 117 158 181 236 290 332 570 554 226 38

70 95 83 198 110 183 186 206 237 302 423 498 528 257 44

104 142 102 188 124 168 171 216 247 286 331 529 378 215 50

13 9 4 22 19 4 20 15 11 22 39 48 68 11

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

出願年（優先権主張年）

注）2017年以降は、データベース収録の遅れ、ＰＣＴ出願の各国移行のずれ等で、全出願データを反映していない可能性がある。

技
術
区
分

Ｘ線画像診断装置全体

Ｘ線ＣＴ

ＭＲＩ

超音波

核医学
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画像診断機器におけるAIの応用 – 特許動向 -

・「X線画像診断装置全体」を除けば、多くの出願人
で「X線CT」の出願件数が一番多くなっている。

・コーニンクレッカフィリップス(オランダ)及びゼネ
ラル・エレクトリック・カンパニイ(米国)は、「核
医学」を除く「X線CT」、「MRI」、「超音波」の技
術区分において均等に出願している。

・三星電子株式会社(韓国)は「超音波」の出願が一番
多い。

指定出願人別―技術区分別の特許出願件数

指定出願人の技術区分別特許出願件数

21

341 148 202 649 308 133 111 146 104 55

268 79 169 479 225 85 67 105 97 8

190 53 126 405 226 73 79 62 39 6

122 43 71 222 208 76 120 14 45 37

26 2 29 20 28 19 2 7 9

技
術
区
分

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
株
式
会
社

ハ
ー
ト
フ
ロ
ー
（
米
国
）

上
海
联
影
医
疗
科
技
有
限
公
司
（
中
国
）

三
星
電
子
株
式
会
社
（
韓
国
）

ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
カ
ン
パ
ニ
イ
（
米
国
）

コ
ー
ニ
ン
ク
レ
ッ
カ
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（
オ
ラ
ン
ダ
）

シ
ー
メ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
（
ド
イ
ツ
、
米
国
）

キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社

富
士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社

Ｘ線画像診断装置全体

Ｘ線ＣＴ

ＭＲＩ

超音波

核医学

優先権主張

2006年-2020年



画像診断機器におけるAIの応用 – 特許動向 -

出願人別-出願先国・地域別の特許出願件数

指定出願人の出願先国・地域別特許出願件数

概ね自国・地域への出願が多いが、シーメンスグループ(ドイツ、米国)は、米国、中国への出願が多い。

22

178 144 52 6 29

91 41 16 17 10

177 103 13 2 17

21 402 159 134 197 19

103 137 209 1 138 2

24 109 22 11 55 6

6 74 24 1 20 67

48 8 126

25 52 20 11 8

60 23 4

出願先国（地域）

優先権主張

2006年-2020年

富士フイルム株式会社

キヤノン株式会社

キヤノンメディカルシステムズ株式会社

シーメンスグループ（ドイツ、米国）

コーニンクレッカフィリップス（オランダ）

ゼネラル・エレクトリック・カンパニイ（米国）

三星電子株式会社（韓国）

上海联影医疗科技有限公司（中国）

ハートフロー（米国）

コニカミノルタ株式会社

韓
国

中
国

独
国

欧
州

(

独
除
く)

米
国

日
本



2017年以降は全出願データを反映していない可能性があるにもかかわらず、下記６者は2017年または2018年に出願件数が急増している。

・富士フイルム株式会社
・キヤノンメディカルシステムズ株式会社
・シーメンスグループ(ドイツ、米国)
・コーニンクレッカフィリップス(オランダ)
・ゼネラル・エレクトリック・カンパニイ(米国)
・上海联影医疗科技有限公司(中国)

画像診断機器におけるAIの応用 – 特許動向 -

出願人別の特許出願件数推移

指定出願人の特許出願件数推移

23

15 24 26 41 46 15 30 9 15 15 29 54 76 14

1 11 3 43 17 17 12 7 9 8 7 20 14 6

1 6 4 5 11 14 18 44 136 73

13 21 12 9 19 12 25 54 53 91 109 227 209 78

30 11 8 48 21 33 40 40 44 51 47 153 50 14

13 2 3 3 6 3 4 9 12 15 54 91 12

1 8 13 17 13 84 6 4 23 10 13

1 25 8 47 42 43 16

31 26 20 11 22 6

2 11 2 3 6 3 11 1 6 8 7 20 7

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

出願年（優先権主張年)

注）2017年以降は、データベース収録の遅れ、ＰＣＴ出願の各国移行のずれ等で、全出願データを反映していない可能性がある。

富士フイルム株式会社

キヤノン株式会社

キヤノンメディカルシステムズ
株式会社

シーメンスグループ

（ドイツ、米国）

コーニンクレッカフィリップス

（オランダ）

ゼネラル・エレクトリック
・カンパニイ（米国）

三星電子株式会社（韓国）

上海联影医疗科技有限公司

（中国）

ハートフロー（米国）

コニカミノルタ株式会社



画像診断機器におけるAIの応用 –論文動向-

論文発表件数の推移(母集団)

論文発表件数の推移・比率

65 91 112 121 161 192 215 256 258

407
450

652

1,010

1,491

400

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

件
数

発表年

母集団

論文発表年 2006年-2020年

合計 5,881件

※MEDLINE上で2020年11月26日に調査を実施した。2020年は、データベース収録の遅れにより全発表論

文を反映していない可能性がある。

・論文発表件数は年を追うごとに右肩上がりで推移している。
(2020年は、データベース収録の遅れにより全発表論文を反映し
ていない可能性がある)

・研究者所属機関国籍・地域別の論文発表件数は年を追うごとに右
肩上がりで推移している。

・研究者所属機関国籍・地域別の論文発表件数比率は、一番多いの
が米国籍、次いで欧州国籍(ドイツ除く)、中国籍の順番である。

研究者所属機関国籍・地域別の論文発表件数推移(母集団)

研究者所属機関国籍・地域別の論文発表件数比率(母集団)

2 5 7 4 5 3 8 5 18 10 12 24 34 66 21

21 22 28 40 59 70 51 87 82 114
126 169 282 387 119

19 35 35 35 54 53 63 71 62 113
128 178 247 333

78

1 6 6 10 14 17 16 16 19 28 33 36 63 72 21

6 11 3 11 9 12 27 37 34 57 68 118
186 339 78

1 1 5 4 1 5 4 6 4 14 14 28 56 88 28

15 11 28 17 19 32 46 34 39 71 69 99
142 206

55

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

発表年合計5,881件

研
究
者
所
属
機
関
国
籍
・
地
域

日本籍

米国籍

韓国籍

独国籍

中国籍

その他

欧州籍
(独除く)

※MEDLINE上で2020年11月26日に調査を実施した。2020年は、データベース収録の遅れにより全発表論文

を反映していない可能性がある。

日本籍

224

3.8%

米国籍

1,657

28.2%

欧州国籍（独除く）

1,504

25.6%

独国籍

358

6.1%

中国籍

996

16.9%

韓国籍

259

4.4%

その他

883

15.0%

論文発表年

2006～2020年

合計

5,881件
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画像診断機器におけるAIの応用 –論文動向-

技術区分別の論文発表件数

技術区分別の論文発表件数

技術区分別の論文発表件数推移

「MRI」が突出して多く3,724件、「X線画像診断装置全体」を除けば、次が「X線CT」で1,123件である。

技術区分別の論文発表件数は、どの技術区分も年々増加傾向にある。

1,472

1,123

3,724

677

589

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

１（X線画像診断

装置全体）

２（X線ＣＴ）

３（ＭＲＩ）

４（超音波）

５（核医学）

論文発表件数

論文発表年 2006年-2020年

12 12 17 22 23 36 47 40 40 70 90 148 259
456

200

5 10 9 12 15 21 37 29 21 51 77 114 204
368

150

33 55 60 74 108 128 129 181 183
273 323 452 666 901

158

20 19 29 22 25 22 38 34 24 60 42 62 95 149 36

4 9 9 10 16 18 19 20 28 46 38 58 105 164 45

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

発表年合計6,543件

区
分

Ｘ線画像診断

装置全体

Ｘ線ＣＴ

ＭＲＩ

超音波

核医学

※MEDLINE上で2020年11月26日に調査を実施した。2020年は、データベース収録の遅れにより全発表論

文を反映していない可能性がある。
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